
福岡県立八女工業高等学校

ゲームをスピーキング活動のツールとして活用し、
生徒に英語によるコミュニケーションの魅力を伝える

1920（大正９）年設立の、歴史と伝統に培われ

た工業高校。電子機械科・自動車科・電気科・情

報技術科・土木科・工業化学科の６学科を備え、

「誠実・勤勉・協調」を校訓に、産業界や地域社

会の期待に応える人材を育成する。ものづくり教

育に重点を置き、ロボット競技やエコデンレース

などの分野では、全国大会出場常連校として知ら

れる。資格取得にも力を入れており、ジュニアマ

イスター称号取得者の人数は全国有数を誇ってい

る。

取り組みの背景

2018.9 ベネッセコーポレーション

福岡県立八女工業高等学校では、生徒の英語に
よるアウトプット力の育成に力を入れている。英
語科の堤健太郎先生は、そうした取り組みの中心
を担う教師の１人だ。

堤先生も、同校に赴任した当初は、文法事項の
習得や長文読解を重視した、インプット中心の指
導を行っていたが、学習内容の定着に課題がある
生徒も少なくなかった。そこで、社会人大学院で
教授法を学んだり、企業が求める人材を探ったり
して、同校の生徒の実態に応じた指導を模索した。
そうした中で、スピーキングを中心とした発信力
伸長のための指導を大幅に増やすという、現在の
指導を形づくっていったという。

基本情報：公立、共学、電子機械科・自動車科・電気科・情
報技術科・土木科・工業化学科

規模：１学年240名

主な進路状況：毎年８割以上の生徒が一般企業への就職や公
務員として社会に出ている。進学実績として、国公立大は、
佐賀大、山口東京理科大の２名が合格。私立大は、福岡工業
大、久留米工業大などに延べ９名が合格（2018年度入試）
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取り組みのポイント

●カードゲームに取り組みながらの英会話で、スピーキングに対する自信を育む。

●パフォーマンステストを取り入れ、スピーキング活動の成果を測る。

●長期休みのライティング課題を通じて、発信力や創造性を伸ばす。

＜GTEC＞通信

「卒業生へのヒアリングなどから、企業が求め
ているのは、海外研修などの際、つたなくても英
語で自己発信できる人材だということが見えてき
ました。そこで、生徒の興味を引きつけられるよ
う、楽しく手軽に取り組めるスピーキング活動を
中心に、アウトプット活動を充実させていくこと
にしました。また、『大学入学共通テスト』や次
期学習指導要領でも、英語による発信力がより重
視されています。スピーキングを重視した指導改
善の推進は、進学を志望する生徒への支援にもな
ると考えました」



取り組みの詳細

ゲームを活用したスピーキング活動を取り入れ、
生徒が「話す」を楽しむことができる場を設定
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その動画・音声とスピーチ原稿を見て成績評価を
行う。１学科約40人を習熟度別に２クラスに分け
ており、１クラスの人数は約20人となるが、１回
の授業（50分間）で全員がスピーチを終えること
ができたという。採点の評価基準としては、『主
張とその理由づけがはっきりしていること』『着
眼点』『声の大きさ』などを設定し、授業で学ん
だ文法や慣用表現、語彙などを盛り込んだスピー
チを高く評価することにしている。
「2018年度の１年生からは、アニメや東京スカ

イツリー、うどんといった幅広いテーマが挙がり
ました。また、私は指導していないにもかかわら
ず、スピーチの中に発問を入れて、聞き手を意識
した表現が見られました。また、聞き手も積極的
に反応しており、とても驚きました」（堤先生）
３学期は、サッカーの長友佑都選手に関する英

文を教科書で学ぶため、「長友選手になりきって
ALTのインタビューに答える」という体裁にして
いる。教師が事前に10問の質問とモデルアンサー
をプリントとして配布し、生徒は質問に対応する
モデルアンサーを暗唱できるようにしておく。本
番では、10問中３問をALTが質問し、生徒は覚え
てきたアンサーを答える。
「暗唱できれば合格としていますが、自分の言

葉で言い換えるフレーズを入れ込んだり、インタ
ビューというスタイルに則ってなめらかに受け答
えできたりしたら、さらに加点しています」（堤
先生）

授業時数が少ないこともあり、ライティングに
は、長期休業期間の課題を中心に取り組ませてい
る（資料４）。英文日記や条件英作文を出したり、
「GTEC」付属の学習教材「STEP UP ノート」に取
り組むよう伝えたりすることが多い。例えば、
2018年度の１年生における夏季休業期間の課題に
は、ストーリーの起承転結のうち、「起」「結」
だけを示し、「承」「転」を自分で想像して書く
という英作文を出した。すると、創造的なストー
リーを書く生徒が目立ったという。
「スピーキング活動に力を入れるようになって

からは、長文をきちんと書ける生徒が増えている
と感じます。生徒が興味を持てる題材を工夫すれ
ば、スピーキングとの相乗効果でライティング力
も伸ばせるという手応えがあります」

同校の英語の指導を見ていく。
毎回の授業には、生徒がグループに分かれ、互

いの心理を探り合うカードゲームを英語で行う時
間を、10分間ほど設けている（資料１）。

「話す目的や場面に必然性がないと、生徒を前
向きにするのは難しいと思います。心理的なゲー
ムであれば、スピーキングの場面設定として無理
がないと考えました。また、生徒が取り組みやす
くなるよう、ゲームに出てくる語彙や定型フレー
ズなどをまとめたプリントを作成・配布しました。
ルールを覚えて何回も繰り返すうちに、生徒は定
型のフレーズを抵抗なく口にできるようになり、
リスニング力にも自信をつけていくと感じていま
す」（堤先生）

ゲームを続けている中で、授業中に学んだ文法
事項をゲーム中の会話に取り入れようとする生徒
が目立つ。例えば、助動詞を学んだ後には、
「must」を用いた“You must be a liar”という
フレーズをゲームで話す生徒が少なくないという。

「授業でインプットした知識を、ゲーム中のコ
ミュニケーションでアウトプットできていると思
います。今後は、取り入れるゲームを増やし、語
彙やフレーズをさらに多くしていきたいと考えて
います」（堤先生）

英語科では、１年次の各学期でスピーキングの
パフォーマンステストを行っている（資料２，
３）。

「本校における１年次の英語の授業時間数は週
３時間と少なく、授業中には、スピーキング活動
にまとまった時間を充てるのが難しいのが現状で
す。そこで、定期的にパフォーマンステストを取
り入れました。また、生徒の負担が大きくなり過
ぎないよう、パフォーマンステストの導入に伴い、
１・２学期の中間考査は行わないことにしまし
た」

生徒のスピーキングへの意識づけを図るため、
成績評価におけるパフォーマンステストの割合は
ほぼ５割と、高く設定されている。テストの内容
は学期によって、スピーチやインタビューなど異
なるものが設定されている。ここでは、１学期と
３学期のテスト内容について紹介する。

１学期は、教科書のレッスンで学んだ「日本の
象徴・富士山」という英文にちなみ、「富士山以
外で、日本の象徴として外国人に紹介したいも
の」というテーマで一人ひとりが30秒以上のス
ピーチをする。教師は全員分のスピーチを撮影し、

パフォーマンステストを導入し、
生徒の「話す」への意識づけに力を入れる 長期休業期間にはライティング課題を出し、

生徒の英語力をバランスよく伸ばす



取り組みの成果と今後に向けて
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指導改善の成果は、学習意欲の向上として結実
した。特にゲームを取り入れてからは、「ゲーム
でこんな発言をしたいけれど、英語でどう表現す
ればいいですか？」といった質問をする生徒が目
立つようになった。

そうした意欲的な姿勢は、英語力の向上にもつ
ながっている。その１つが、「GTEC」のスコアだ。
2017年度の１年生では、ライティングのスコアが
非常に高かった。
「まずはスピーキングに力を入れることで、ラ

イティングも伸びてきた感触があります。発信力
育成に踏み切ってよかった、と報われた思いで
す」（堤先生）

大きく実を結びつつある同校の指導改善だが、
今後はさらなる発展を目指す。現在は、ペーパー
テストではよくできるものの、人前でのスピーキ
ングに課題がある生徒への指導を充実させていき
たいと考えている。

「同じフレーズを反復させるペアワークや少人
数のグループワークなどを通じて、生徒の『話
す』への抵抗感は、着実に少なくなっています。
今後もそうした取り組みを積み重ね、生徒の発信
力を伸ばしていきたいと考えています」（堤先
生） （堤先生）

【資料１】 心理ゲーム、評価基準
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【資料２】 パフォーマンステスト（インタビューテスト）
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【資料３】 パフォーマンステスト（プレゼンテーション）
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【資料４】 夏休みのライティング課題
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